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は じめに

　 1995年 の 阪神 ・淡路大震災 で は，被災者 の 身体だ け

で な く，こ こ ろ に も多大な影響を 及 ぼ し，子 ど もへ の

心理的影響に つ い て も多くの 研究が な され た （井ノ 崎，

2002 ；植本，2000 ；井出，2002 ；中村，2003）。そ れ

らの 研究 で は，被害状況 と子どもへ の 心理的影響に は

関連が あるこ とが指摘 されて おり （植本，2000；中村，

2000），震災 に よ る心 理 的影響 が 長期 に及 ぶ こ と も示

され て い る （兵庫県長寿社会研究機構，2001）。 こ れ

らの 報告か ら阪神 ・淡路大震災以後の 災害で は，学校

に カ ウ ン セ ラ
ー

を配置す る な ど，災害初期 か ら長期 に

わ た っ た子ど もの こ ころ の ケ ア が計られ る よ うに な っ

て い る 。

　災害 に 遭遇 した 直後 に は，心 身の 反応 や行動面 に さ

まざまな変調が現れ るが，こ れらは心的外傷を体験 し

た 後 に 共通 して 見 られ る正常 な 反応 （心的外傷後 ス ト

レ ス 反応） と考 え られ る。 しか し，なか に は被災後い

つ まで も心身 の 変調 が 回復 せ ず，一
定 の 症状群 が 固定

化さ れ ， 長期に 及ぶ こ と が あ る 。 こ の よ うな状態が

PTSD （外傷後ス ト レ ス 障害）とみ な され る 。
　 PTSD の

出現率は お よ そ 4 °
／。 と い わ れ る が，状況 に よ っ て は50

％以上 の 出現をみ る こ ともあ り （川名 ， 1995）， 震災

後の 二 次的 ス ト レ ス が 大 きか っ た り，社会的支持が 十

分に 提供されなか っ た場合 に 出現す る可能性が高 くな

る とい われて い る （川名，1995）。 反対 に，二 次的 ス

ト レ ス を軽減 し，被災者の 生きて ゆ く環境が信頼感

安心感 の もて る もの で あれ ば，ス ト レ ス に対処 しや す

くな り （近澤，1998），PTSD の 出現 も低くな る と考え

られ る 。

　子 ど もの 場合，被災後の 生活環境の 中で 信頼感 ・安

心感をもた らす社会的支持として 重要なもの に，親を

はじめ とする家族が 考 え られ，子 ど もの 二 次的ス トレ

ス を軽減 で き る存在 と して 家族 が 大 き な役割を果 た し

て い るの で はな い か と思われ る 。 野嶋 （1996）が 「家

族は，家族員の 社会的 ・情緒的ニ ードを満た す重大な

責任を担 い 努め て い る」 と述 べ て い る よ うに ，災害に

よ り生活の場が失わ れ た と して も，家族か ら もた らさ

れ る安心感が子どもの 心理面に大 きな影響を与えて い

る と考 え られ る 。

　以上 の こ とか ら， 本研究 で は家族 の 存在とそ の 関わ

りが，地震災害で 被災 した子 ど もの こ こ ろ に どの よ う

な 影響を与え る の か を明 らか に す る。

目　的

　家族の 存在お よ び 子 ど もへ の サ ポー
ト状況が被災し

た子どもの こ こ ろ に どの ような影響を及ぼすかを明確

に し，子 ど もに 安心 感 を もた ら しス トレ ス を軽減 す る

ため の 家族の 機能 と家族 へ の 支援 に っ い て 検討す る。
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研究方法

1．調査鮒象

　　宮城県北部地震で 被災した子ど もを対象と した 。

　　宮城県北部地震は2003年7 月26日 0時13分に宮城

　県北部を震源 （深さ約 12  ）と して 発虫 マ グ ニ チ ュ
ー

　 ド （M ） 5，5 （暫定値）を記録 した。発災当 日 は震

　度 6以上 の 地震を 3 回観測 して おり，そ の 後 も余震

　 は収 ま らず，同 日 16時 まで に640回 を観 測 して い る。

　人的被害の 状況 は，負傷者675人 （重傷者 151人，

　軽傷者 ：624人）， 死者 ・行方不明者な しで あ っ た 。

　家屋 へ の 被害 は，一
部損壊 か ら全壊合 わ せ て 13，067

　世帯で あ っ た （宮城県災害復旧本部事務局調べ ）。

　阪神 ・淡路大震災 に 比べ る と被害規模 は小 さい もの

　の
， 阪神 ・淡路大震災の 揺れ を上回 る過去最大 の 加

　速度 （地震 に よ る地面や構造物 の 揺れ の 大 きさ） で

　あ っ た こ とや ， 余震が繰り返 され る こ とに よ り， 住

　民へ 多大 な 心理的影響を与え た と思われ る。 特 に ，

　子ど もの 不安，恐怖な ど は大きか っ た と予想 で き る

　が，宮城県北部地震 に 関す る子どもの 心理面 へ の 研

　究 は ほ とん ど発表さ れ て い な い
。 以 上 の 背景 か ら，

　宮城県北部地震で 被災 した子どもを調査対象として

　選定した 。

　　対象地域 は，宮城県北部地震で 震度 6 を記録 し，

　特に 被害の 大きか っ たN 町 とY 町 と した 。 自記式調

　査 の ため，地震当時を振 り返 り言語 で記入回答で き

　る子 ど もを対象と した 。 中学 1年生 以 下 の 者 は，震

　災当時，小学生以下 で あ り，自分自身を内省す る能

　力が未熟な た め心理面へ の 振り返 りが難し く，また

　振り返 っ た内容を言語で 記入す る こ と に も限界が あ

　 る と判断 し た。ま た 中学 3 年生 は，高校受験 と い う

　ス トレ ス がバ イ ア ス として 加わ る と判断 した た め ，

　中学 2 年生 を 対象 に 調査を行 っ た
。 対象者数 は，両

　町 100名を目標に し て 教育委員会よ り無作為抽出さ

　れた 3 ク ラ ス 分 で，Y 町 108名，　 N 町88名 の 合計 196

　名で ある 。

2．調査期間

　　平成工6年 8 月27日か ら平成16年 9月25日。 発災か

　 ら 1年 1か 月が 経過 して い る。

3．調査方法

　　調査 は半構成的 自記式調査 法 で 行 い，内容 は  基

本的属性 として 家族構成 や 被害状況など，  被災体

験や こ わ さの 有無，  支え や安心で き る人の 存在や

人的 サ ポ
ー

トの 状況 な どで 文献を参考 に 独 自で 作成

した （表 1）。 子ど もの 心 理的影響と して ，被災に

対す る ス トレ ス 反応 を把握す る ため 「IES−R （出来

事 イ ン パ ク ト尺 度改訂版）」22項 目を用 い た 。 IES・R

はPTSD の 診断基準 に則 して おり，再体験症状，回

避症状，覚醒亢進症状 か ら構成 され て い る。 ほ と ん

ど の 外傷的出来事 につ い て，使用 可能 な心的外傷 ス

トレ ス 症状尺度 で ある。 0〜88点で 点数化 し，得点

が高い ほ どPTSD の 危険性が高 くな る 。
　 PTSD の 高危

険者 を ス ク リ
ー

ニ ン グ す る 目的で は，24／25 の カ ッ

トオ フ ポ イ ン トが 推奨さ れて い る （Weiss，　D ．s．＆

Marrnar　 C．R．，1997）。 日本国内 の 災害や事故 に お

け る被災者 ・被害者に対す る心的外傷 ス ト レ ス 症状

に つ い て も広 く活用 さ れて い る尺度 で あ る （金，

200D 。

表 1 ．調 査内容

1、基本的属性

1糶囀 、そ 。黼

ll．地震当時の 状況

環 濂磁
町 名

蠶 蠍 鬱灘
謙 翻 雑

や倒壊 など の 目撃繖

7　避難所生活 の 有無

皿 ．地 震当時の 家族お よ び人 的サ ポート の 状況

1　発 災時、家族が そ ばに いた か

　 　
・
そ の と きの 安心感の 有無

2　 発 災か ら約 1か 月間 （災害の 時系列に よる亜急性期の 燗間）、家族 と離れず

　 　 に
．
緒に生活できたか

　 　 ・．一緒に い るこ とによる安心 感 の 有鯲

　 　
・
家族 と離れて生活 した期間

1蠶 慰 典赫
安心 で きたか

　 　 ・どの よ うに 支えに な っ たか

5　 不 安などを誰か に 話し たか

　 　 ・誰に 話したか

　 　 ・話す こ とによって自分の 心 身に 変化 はあったか

　 　 ・どの よ うな変化が あったか

W ．IES．R （出束事イ ン パ ク ト尺度改訂版）；最近 1 週間 の 状況

　半構成的自記 式 調 査票とIES−R調査票を担任教諭

を通 して 配布 し，調査 に 対す る同意 の 得 られた対象

者の み か ら郵送に よ る個別回収を行 っ た 。

4．分析方法

　　デ ータ の 分析 に は SPSS，Ver，10を用 い た。解析 に

　は X2検定 と t検定 を用 い た 。 い ず れ も有 意水準を 5
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％と した。

5．倫理的配慮

　　対象と な る中学生と そ の 保護者に対 して 同意書を

　作成 し，そ の 両方か ら同意を得られた者 の み返送を

　依頼した 。 同意書に は，研究の 趣旨，調査の 性質上，

　回答中に心理的影響が及ぼさ れ る こ ともありう る こ

　 と を伝 え，研究 へ の 参加 ・不参加は自由で あり，答

　え た くな い 質問に は回答の 必要は な い こ と，回答は

　無記名 で 記入者 が 特定 さ れる こ とが な い こ と，回答

　した内容は研究者以外の 目に ふ れ る こ と は な く，研

　究へ の 参加 。不参加 に よ っ て 教育お よ び生活上 の 不

　利益が生 じる こ とが な い こ と等を伝え た 。 ま た，調

　査 に よ る中学生 へ の 心理的影響が考えられ る地域 は

　対象か ら除外す るな ど，教育委員会と相談を重 ね て

　調査地域を選定 した 。

6．留意点

　　今回調査に用 い た IES−R は，　 PTSD の 診断基準に 即

　 して い る が，本研究 に お い て はPTSD の ス ク リーニ

　 ン グ と して 用 い る の で は な く，子 ど もの 心 理 的影響

　の 度合 い をを知 る ため に用い た 。 そ の た め，IES−R

　総得点を分析に 用 い た が，下位尺度に っ い て の 検討

　 は 行 っ て い な い。

結　果

　対象となる中学校からの 回収で きた もの は87名で あ っ

た 。 そ の うち， 1名は地震後 に宮城県 に転入 したため

調査対象か ら除外し，86名 （45％ ）を有効回答と した 。

t，基本的属性

　　家族人数は ， 7 人が 21人 （24．4D／。）と最も多く， 5

　人以上の 家族が 63人 （73．2％）を 占め て い た （表 2 ）。

　祖父母と同居して い る家族は69．8％ で あ り， 核家族

　化 が 進行 して い る都市部 と異 な り，3世代 が 同居 し

　て い る拡大家族が 多か っ た 。 被害状況で は，53人

　（61．6％） の 生徒がなん らかの 被害 を受けて お り，

　全壊の 被害を 受けた 生徒 は 3 人 （3．4％），半壊 の 被

　害 を 受 け た生徒は 9 人 （10．5％）で あ っ た 。 避難所

　生活を した生徒は 13人 （15．1％） で ，火事 な どを目

　撃 した 生徒が 6 人 （7．0％ ）で あ っ た 。 身体的被害

　に つ い て は ，自分 自身が 怪我 を し た 生徒 は 3 人

（3．5％ ），家族が怪我を した 生徒が 14人 （16．3°／。） で

あ っ た 。

表 2 ．基本的属性
N＝86 人

性 別

男 43 人 （50％）

女 43 入 （50％）

核家族 25 人（29．0％）

家族構 造 拡大家族 60 人（69．8％）

その他 1 人（エ，2％）

被害なし 27人く31．3％）

一
部損壊 41人（47，7％）

被害状況 半壊 9人 〔1α5殉

全壊 3人（3，5％ 〉

NA 6人（7．0％ 〉

事故 日撃

あ り 6人（7ρ％〉

な し 80人（93．0％）

避難所 生活

あ り 13人（15、1％）

な し 73人（84，9％）

身体的外傷

あ り 3人（3．5％〉

な し 83 人（96．5％）

あ り 14 人（16．3％｝

家族の 身体的外傷
な し 70人（81．4％）

NA 2人（2、3％）

2 ．地震 に よ る生徒の 心 理面へ の 影響

　　震災当日 に こ わ い と感 じた生徒は44人 （51．2％ ），

　 こ わ さ を 感 じな か っ た 生徒 は 41人 （47．7％ ） と約半

　数ずつ に 分かれ た 。

　　IES−R に つ い て は，総 得点 0 点 の 生 徒 は 29人

　（33．7D／。） で ， 1 点又 は 2 点の 生徒が そ れ ぞ れ 9 人

　（10，5％） で ，3 点 は 8 人 （9．3％） で あ っ た （図 1）。

　最高点は40点 で 1人 （1％） い た 。 カ ッ トオ フ ポ イ

　 ン トで あ る25点以上 の 生徒は 2 人で あ っ た 。 また ，

　総得点が 20点以上 の 者 は，全員何 らか の 住居 の 被害

　 が あ っ た 。

　　震災当 日 に こ わ い と感 じた 生徒 の IES−R の 総得点

　は 7．9点で あ り， こ わ い と感じ な か っ た生徒 の 総得

　点2．6点 よ り有意 に 高か っ た （p＜0，05）（表 3 ）。

　　また，震災時家族 と い て 安心 で きた 生徒 で はIES−

　R10 点未満者が 77．3％，家族とい て も安心 で きな か っ

　た生徒 で はIES−R 　 lO点未満 が 625％で あ り，家族 の

　存在が安心感に つ な が っ た生徒の ほ うが IES−R 低得

　点者 の 害1亅合 が 14．8ポ イ ン ト高か っ た。（表 4 ）。
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　　　　　　　　総得点

図 1．IES−Rの総得点 の分布 （N＝86人）

表 3，震災当日の こわ さの 有無に よるIES−Rの 総得点の比較

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N＝86 人

田 S・R の 総得点 の 平 均点

こわ い と感 じた （44 人） 7．9 点

こ わい と感 じ なか った （41 人） 2．6 点

NA 〔1 人〕

t検定、p＜0、05

表 4 ，［ES−Rの 総得 点 で み た 地震発 生以 後家族と一緒に い た

　　 者の 安心 感
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N＝T5人

IES・R 総得点

　　家族とい て

安心できた （66人｝

　　 家族といて も

安心で きなか った （9人〕
NA

o〜9点 51人 〔77、3鴨〕 5人 〔55．6吻 7 人 〔63、6％〕

10 点以上 ／5人 〔22．7黝 4 人 〔44．4 ％） 窪 人 〔36．4％〕

3 ，震災時の 家族 と の 関わ り

　　震災時の 家族等の 人的サ ポ ートの 状況 （表5 ）に

　つ い て，震災発生時 に 家族 と一緒 に 滞在 して い た生

　徒が75人 （87，2％）で ， そ の う ち ， 家族とい る こ と

　で 安心 で きた と感 じた 生徒 は 66人 （88．0％） い た 。

　特に，家族と い て 安心 で きた生徒で は 自宅の 被害 が

　なか っ た生徒や
一

部損壊 の 者が87．9％，全 ・半壊 の

　者 が 4．5％で あ った の に 対 して ，家族 と い て も安心

　で きなか っ た生徒 で は被害 な し・一部損壊が44．4％，

　全 ・半壊が44．4％ と，家族 とい て も安心感の 得 られ

　な い 生徒に は自宅 の 被害の 大きか っ た もの の ポ イ ン

　 トが高 か っ た （表 6）。

　　発災以後 の 生活に お い て ，「そ ば に い る こ と で安

　心 で きた 人」 は母親 と答 え た生徒が52．3％ と最 も多

　く，次 い で 父親 が 34．9％ で あ っ た 。 「震災当時の 出

　来事 や 自分が不安 に 感 じた こ と な どを誰か に 話 した

表 5．震災 時の 家族お よ び人的 サポ ー トの 状 況

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N＝86 人

一緒 に い た 71 人 （B2．6％）

発災時の 家族 との 滞在状況 一
緒に い なか っ た 14 人 （L62 ％）

NA 1人 （L2 ％｝

一
緒にい た

糾
75 人 〔87．2％）地震発生 以後の 家族との

　 　　 滞在状況　 　 　 　 ！　　　　　　　　　　　口一緒 に い なか っ た 11人 〔12、S知
地震発生 以後家族 と

一
緒に　1　　 安心できた 66 人 （88．O％〕

い た 者
剃

の 心境の 変化 安 心できない 9 人 〔12、0％）

母親 45 人 （52．3知
父親 30 人 （34．9％｝

安心 で きた 人物

（複 数回 答あ り）
兄弟 19 人 （22、1％）

祖父母 15 人 （17．4％｝

親戚 6人 〔7．0％）

話 した 縫 8 人 〔9、3％）
地震で 出来 事や不 安な気持ち

　な どに つ い て の 話の 有無
話 して い ない 77 人 〔89．5％）

NA 1 人 〔／．2％）

母 親 5 人 （5．8％〕

兄弟 4 人 （4．7％〕

話を した相 手
躍

　（複数 回答 あ の
親戚 2 人 （2、3％〕

友達 3 人 （3．5％｝

教師 3 人 （3．5％｝

地震 の 時に 支えの存在 の　 旨　 支 えが あ っ た 栂 6S 人 （79ユ％〕

有無 支えが なか った lB 人 （2 α9％｝

母親 37 人 （43．D％｝

父親 27人 （31．4％｝

兄弟 16人 〔18，6％｝

親戚 17 人 〔19 ．8％）
支え とな っ た人

棉

（複数同答あ の
友産 ／2 人 114．0翰

地域住民 3人 （3．5％〕

そ の他 5 人 〔5．8％〕

表 6 ．被 害状況 別で みた 地 震発 生以 後 家族 と
一

緒に い た 者

　　　の 安心 感
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 N＝75 人

被害 の 程度

家族 とい て安 心で きた

　　　 （66 人）

　　　家族 といて も

安心 で きなか った （9人〕

被害なし
・一部損壊 5S 人〔S7．9 ％） 4 人（44．4％）

半壊 ・全壊 3 人（4．5％） 4 人〔44．4 ％）

NA 5人 （7．6％） 王人（11．2％）

か 」 に つ い て は， 8 人 （9．3％）が誰 か に話を して

お り，そ の 全員が家族 に話を して い た （話 した相手

に つ い て は複数回答 あ り）。 な か で も母親に話を し

た 生徒が 5 人 で
一

番多 か っ た。「自分 の 気持ち を話

す こ とで ど う気持 ち の 変化 が あ っ た か 」 にっ い て は ，

不安の 軽減とい う答え が 4 人 で 最 も多 く，他 に は 共

感 して もらえ た，こわ い と き一緒 に い て くれ た，相

手も同 じ思い を して い る事が分か り落ち着い たなど

が あ っ た。「自分の 支え と な っ た人 （複数回答 あ り）」

に っ い て は，同居 して い る家族 で は母親が37人

（43．0％）と
一
番多か っ た、次 い で 父親 が 27人 （3L4

％），兄弟 16人 （18．6％）で あ った 。 「支え が あ っ た

こ と に よ る心境 の 変化」 に つ い て は，安心で きた と

答 え た生徒が 24人 （27．9％ ）で 最も多か っ た 。 そ の
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他に，あ りが た い ，怖さ の 軽減，気持 ちが はれ た な

どがあ っ た 。

4．震災時 の 同居家族以外の 人的サ ポート

　　地震 の と きに 支 え と な っ た 人 の うち，同居家族以

　外 で 最 も多 か っ た の は親戚 17人 （19，8％ ）で あ っ た

　（表 3）。次 い で ，友達 12人 （14．0％），地域 の 住民 3

　人 （3．5％），そ の 他 5 人 （5．8％）で あ っ た。 そ の 支

　え に よ っ て 生徒 に は安心感 が得られ ， 怖さの 軽減 に

　つ な が っ て い た 。 学校関係者や保健 ・医療専門職者

　などが支え に な っ たと回答 した生徒 は い なか っ た。

　　 「震災当時 の 出来事や 自分が 不安 に 感 じた こ とを

　誰か に話 したか」 に つ い て は，友達 と担任教諭がそ

　れぞ れ 3 人 （35％），地域住民 2 人 （2．3％） で あ っ

　た
。 話す こ と に よ り， 共感 が得られ不安が軽減して

　 い た 。

考　察

1，子 ど もの 心 理状況 とIES・R

　　震災当日 に こ わ い と感 じた 生徒の IES−Rの 総得点

　は，こ わい と感 じな か っ た 生徒 よ り有意 に高 か っ た

　（pく0．05）。 「こわ い 」 とい うよ うな主観的な衝撃は ，

　被災 か ら長期 に わ た り子 ど もの 心理 面 に影響 を与 え

　る と述 べ られ て い る （川名，1995 ；中村，2003）。

　子どもの 長期的な心理的影響を緩和す る ため に は，

　震災時に感 じる こ わ い と い う気持ち に寄り添 うこ と

　が 大切 で，身体的な 接触を十分 に 行 い，安心 して 表

　現で き る場を多くし，無理 に表現 させ る ので は な く，

　表現 しや す い 状況 を整 え る こ とが大切 で ある （中村，

　2003），

　　阪神 ・淡路大震災以降の 災害で は，被災者へ の 心

　理的 ケ ア と して，保健師や心理職 ボ ラ ン テ ィ ア に よ

　り早期か ら支援が行わ れ て い るが，全 て の 被災者に

　適切 な 時期 に 関わ る に は 限界 が ある 。 発災か ら 2 ，

　3 日 も し くは数週間の 間に，サ ポ ート体制が整 っ て

　い る 環境下 で 自 らの 被災体験を語 る こ とは，PTSD

　の 進行 を防ぐの に効果的で あ る とい わ れ て い る （井

　ノ 崎 ， 2002） よ うに ， 災害の 影響を受けやす い 子 ど

　 もに は被災後早期 か らの 関わ りが 必要 で ある 。 そ の

　よ うな 関わ りが で きる人的サ ボ
ー

トと して，身近 に

　い る家族，特 に 母親 の 役割 は大 きい と考 え られ る 。

　　今 回対象 と した中学2 年生 は思 春期に あ た る年齢

で あ り，親に 依存す る状態か ら脱却して ，心理 的に

独立 し， もは や子どもで は ない とい う態度 や行動を

と ろ う とす る 。 ま た，自分 の 判断と責任 の も とに 行

動 した い とい う欲求が強くな る （氏家，2003）。 し

か し，自立願望を強め る一方で ，こ れ ま で ど お り親

に依存 し守 られ た い 気持ちを捨て きれない （氏家，

2003）。こ の よ うに 平常時 に お い て も不安定な心理

状態で あ る子どもが ， さ らに被災 に よ る心理的影響

を受ける こ と に な る。こ の よ うな 年齢 の 子 ど もへ の

支援と して は，話をす る な どの 積極的 な関わ りをも

っ こ とが少な くて も，親が安定 した態度 で 子 ど もと

接 した り子 ど も に共感的な言動を示す な ど、子 ど も

に孤立感を与えず安心 で きる と感 じられ る よ うな 環

境を整え る こ とが 必要と考え る 。

2 ，家族が子 どもの こ こ ろ に与え る影響

　　今回の 調査対象とな っ た宮城県北部地震 は深夜 に

　発生 した こ と，対象中学生 の 家族類型 で は拡大家族

　が大部分で ，核家族 や ひ とり親家族がわずかで あ っ

　た こ と か ら，被災時 に は家族内で の サ ポートや支え

　あ い を しや す い 状況 で あ っ た と考え られ る。

　　調査結果 で は，地震当時に 家族と い る こ とで 安心

　で き た者が 76．7％ で，被災後 の 支え とな っ た人 （複

　数回答） の うち 68．4％ が 同居家族 で あ っ た 。
こ れ ら

　か ら，被災後の 子どもの 心理的サ ポ ー
ト として の 家

　族 の 存在は大きい と考え られ る 。 子 ど もの 喪の プ ロ

　 セ ス を健康な形で受け入れ て い くに は ， 子ど もが安

　心す る こ との で きる 環境が 不可欠 （川名，1995）で

　あ り， 特に家族に よ っ て もた らさ れ る安心感が関係

　 して い る と考え られ る。

　　心的外傷を遷延化 しな い た めの こ こ ろ の ケ ァ とし

　 て，子 どもが自分 の ペ ー
ス で 気持ちを話 せ るよ うに

　傾聴す る （川名，1995 ；デ ビ
ッ ト，1995） こ とが あ

　げ られ る 。 今回 の 調査で は，自分 の 気持ちを話 した

　生徒 は 9．3％ で あ っ た が，他者 に 話 を し た者に は不

　安の 軽減な ど の 気持ちの 変化が み られて い る e そ の

　 こ とか ら，子 ど もた ちが 自分 の 気持ち を話す こ と が

　で き るよ う な環境を整え る必要が あ る と考え る 。 家

　族内に機能的な コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン パ タ
ー

ンが 存在

　 しな い 場合，情緒的 ニ ードを充足 す る こ と は不可能

　 で あ り，また コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン は家族員 の 心理的

　 ニ ードに 気づ き，そ れ に対応す る た め の 伝達の 方法

　 で あ る とい わ れ る よ う に （野嶋，1996），子 ど もが
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自分 の 気持 ち を 話す こ と は，話す こ と に よ る不安 の

軽減 や気持ちの 整理 だ け で な く ， 話す こ と に よ っ て

よ り家族 か らの サ ポ ー
トが得 られ やす くな る と考 え

られ る 。

　 しか し，震災時 に 家族 と い て も安心で きなか っ た

生徒もい た 。 そ の 生徒は，家族とい て 安心で き た生

徒 よ りIES−R 総得点 で 10点未満者 の 割合 が 低 い 傾向

に あっ た こ とか ら， 家族の 存在だ けで な くそ の 機能

が，震災 か ら 1年以上経過 した時点の 心理面に も何

らか の 影響を及ぼ す要因の 1 っ な っ て い る と も考え

られ る。通常，災害か ら時間が経過す る と，直接的

な外傷性ス トレ ス は漸減して い くもの で あ るが，自

然災害後 の 生活環境 ス ト レ ス は，時間が た て ば た っ

ほ ど±曽加して い くこ とが あ る （金，2001）。 また，

今回 は母親を対象に 調査を行 っ て い ない が， 先行研

究で 子ど もの 症状が母親の 状態を反映して い る （中

村，2000；中村，2003） こ とや，女性 は強 い ス トレ

ス を感じ，心的外傷 を 遷延化 しやす い （兵庫県長寿

社会研究機構 ， 2001 ；近澤，1998）こ と が い わ れ て

い る 。 そ れ らの こ とか ら母親自身が 震災 の 影響 を受

け， そ の 後も心身の ス トレ ス 状態や 生活再建に向け

て の 余裕の な い 生活状況が 続 き，そ の 状況 が子 ど も

に も反映 して い る の で は ない か考え られ る。
ス ト レ ッ

サ ー
の 多 くは，家族 の ホ メ オ ス タシ ス を崩 し，愛情

が 敏感 に注げな い 状況 を もた らす 。 そ して ， 慈愛的

な家族環境を維持す る こ と はきわ め て 困難 となる

（野嶋， 1996）と い わ れ る よ うに，被災と い う ス ト

レ ッ サ
ー

に よ り子 ど もは 過大 な愛情を母親 に 求 め る

が，そ れ に反 して母親が愛情を敏感に注げな い状況

が生 じて い る と考え られ る。

　家族の 中で も子 ど も と母親 の 関係 は，子 ど もが 生

まれた時か ら築かれて きて お り，親密な継続的な巻

き込 ま れ を 通 して 強 い 絆をっ く っ て い る （野嶋，

1996）た め
， 子ど もの 中で 母親の 存在意義は大き い

。

震災後の こ わ さ と不安を感 じる環境の 中 で，子 ど も

の話を聞い た り，安心感を もた らす こ と が で き た人

は 母親で あ る とい う回答が多数み られ た こ と も， そ

の こ とに 関係 して い る と考え られ る 。 母親の 不安定

な心理状態が， 震災に よ っ て受け た子どもの 心理的

外傷を 遷 延す る要因 に な らな い よ うに す る 必要が あ

り，そ の ために も母親を は じめや父親へ の 心理的 ・

経済的支援 な ど さ まざ まな側面 か らの サ ボー
トを行

い
， 保護者が安定 した状態 で 子ど も を受け入れ る こ

とがで きる よ うに す る必要 が あ る。

まとめ

今回，宮城県北部地震 を経験 した 中学 2年生を対象

と して ，家族の 存在と心理 的影響の 関係に っ い て調査

した結果，以下 の こ とが わ か っ た。

L 被災後の 子ど もの 心理 的サ ポ ー
ト と して の 家族 の

　存在意義は大きい 。

2，子どもに安心感をもた らす に は，家族 の 存在 の み

　な らず，その コ ミュニ ケーシ ョ ン 機能が重要で あ る 。

3 ．特 に，母親がそ ばに い る こ とで 安心で きた り，母

　親 に 対 して 自分 の 気持ち を表現 しやすい 。

4 ，被害の 大 きか っ た子どもに は ， 被災時に 家族 と い

　て も安心で きな い 者も多く，長期的に 心理 的影響を

　受 け る こ とも考 え られ る 。

5，子 ど もの 心理的 な安定を促す た め に は，母親 が 少

　 しで も早 く安定 した状態 で 子ど もに接 す る こ とが で

　きるよ うに 母親を支援す る必要が あ る。

研究の 限界

　今回調査を行 っ た宮城県は拡大家族 が大部分で あ っ

た が，現在の 日本の 家族類型 で は核家族世帯 が お よ そ

半数を占め て おり，家族人員が少 な い ため交わりや愛，

サ ポ ートな どの ニ ードを充足す る課題 を わ か ち合う こ

とが で きる人をみ っ ける こ とが 難 しい （野嶋，1996）

とい わ れ て い る 。 そ の た め，家族の存在と子ど も の心

理的影響の 関係 も，核家族 の 多 い 地域 とは異な る とも

考 え られ る 。

　また，今回対象とした の が中学生 とい う思春期の 子

ど もで あ り，乳幼児や学童期の 低学年の 子 ど もと は違

う反応を示して い る側面が あ る こ と，子ど もの み の 調

査 で あ り，子 ど もの 震災 に 対す る認識が，実際 の 被害

程度と はか な り異 な っ て い る （井 ノ 崎，2002）と い う

側面が あ る 。 ま た
， 心理的影響の 尺度と して 肥 S−Rを

用 い た が，PTSD の 診断に 即 した も の で あ り，カ ッ ト

オ フ ポイ ン ト以下で の点数の 読 み取り に限界がある 。

今後の 課題

子ど もの 心理 的支援の た め に は，子ど もをそ ばで 支

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Kobe City College of Nursing

NII-Electronic Library Service

Kobe 　City 　College 　of 　Nursing

震災 に よ る子 ど もの 心 理 的影 響 と家 族の サ ポート状況 と の 関係 　 91

え続けて い る親 特 に 母親 の ニ
ー

ドを理解 して 支え る

必要があ り ， 家族を単位と した調査を行い 災害看護に

家族看護 の 視点 か ら取 り組 む こ とが 重要 で あ る 。
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